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 日本全国の医療的ケアを行っている特別支援学校（ 615 校）の中で，調査を承諾した 141 校に在籍
する医療的ケア従事者 396 名（一般教師： 127 名，看護師： 145 名，養護教諭： 124 名）を解析対象
者とした。バーンアウトは日本版バーンアウト尺度  (久保，1998)，協働は医療的ケア従事者の協働達
成感尺度（金山・岩井， 2014）を用いて測定した。 1 年間にわたり各学期ごとに 3 回（各学期の終了
時）の縦断調査を行い，このデータに対して潜在クラス成長分析の手法を適用し，質的に異なる推移




究においては，バーンアウトの程度と時間的経過の違いによって，Low-stable type（ 64.1％），Moderate  


































本研究では，バーンアウトの程度と時間的経過の違いによって， Low-stable type，Moderate 














  したがって，本論文は博士 (人間健康科学 )の学位論文として価値あるものと認める。  
  なお，本学位授与申請者は，平成 28 年 10 月 7 日実施の論文内容とそれに関連した  
諮問を受け，合格と認められたものである。  
 
 
